
　
　
　
　

日

記

抄

　

　

　

大

下

藤

次

郎

夜
、
大

坂

三
越
展
覽

會

の
打

合

せ

の
た

め
下

谷
伊
豫
屋
に
ゆ
く
。
三
越

の
人

の
話

に
、
展
覽

會

の
時

は
學
校

へ
も
案

内
状

を
出
す

が
、
日
本
畫

の
時

は
學

生

は
少

し
も
來

な

い
、
洋
畫

の
時

は
随

分
遠
方

か
ら
も
澤
山

見
え

ま
す

と

い
ふ
。

こ
れ

は
日
本
繪

は
見

な
れ

て
ゐ
て
洋
書

は
ま
だ
珍

ら

し

い
か
ら
で

も
あ

ら
う
が
若

い
人

の
繪

に
封
す

る
考

が
、
洋
畫

に
傾

い
て

ゐ
る

一
證
と

す

る
こ
と

も
出
來

や
う
。
或

人
は
、

こ
の
學

生
達

が

一
家

の
主

人

に
な

つ

た
時

は
、
洋
畫

萬
歳

の
時
だ
と

い
ふ
た
ら
、
そ

の
頃

に
は
老

人
と
な

つ
て

日

本
謁
好

に
な

る
か
も
知

れ
な

い
と

い
つ
た
人
も

あ

る
。
青
年

と
洋
畫

は
　

い
づ

れ

に
し

て
も
離
れ
が

た

い
關

係

が
あ

る
や
う
だ

（
一
月
十
五
日
）

山
岳
會
有
志
晩
餐

會
で
、

日
比
谷

の
平
野
屋

へ
往

つ
た
。
不
相
變

山

に
か

け

て
は
少

々
逆
上
氣
味

の
人
違

ば
か
り
で
、
話

が
は
ず

む
で

面
白

い
。

あ

る
會
員

は
、
信

州

上
高
地

田
代
池

の
附

近

の
林
が
、
今
年

の
夏

は
全
部
伐

り

倒
さ
れ

る
と

い
ふ
話
を

き

い
た
、
會

の
力
で
何

と
か
な
ら

ぬ
も

の
か
と

相

談
さ
れ

る
。
幹

事
諸
君

も
、

地
方

の
無
趣

味
な
役

人
を
相

手

に
は

、
ど

う
す

る
事
も
出
來

ぬ
と
匙
を
投

げ

て
ゐ
ら
れ
る

。
誠

に
殘
念

な
話
だ
。

上

高

地

の
や
う
な
僻

地

に
在

る
、
柳

や
落
葉
松

を
伐
採

し
た
處

で
、
何

程

の

収

人
が
あ

る

の
だ

ら
う
。

目
前
の

些

々
た

る
金
額

の
た

め
に
、
此
勝

地

の

風
光

を
傷

け
る
ば

か
り
で

な
く
、

水
源

の
荒
廢

は
、

や
が
て
水
路

九
十
除

里
、

日
本

一
の
長
流

信
濃

川
浩
岸

り

大
損
害

を
釀

す
基
を

な
す

の
で

あ

る
。

こ
れ

に

つ
け
て
も
、

一
般

に
自
然

を
愛

す

る
と

い
ふ
心
を
持

つ
て
も
ら

ひ

た

い
。
何
で

も
な

い
、

た
ゞ

役

人

に
繪

心
が
あ
れ
ば

よ

い
の
だ
。
政
治
な

ど
と

い
ふ
も

の
は
、
大
白
然

の
目
か
ら
見
た
ら
、
實

に
目
前

の
事
ば

か
り

で

、
永
遠

の
計
畫

な
ど

い
へ
た
も

の
で

は
な
く
、
ま

た
其
範
圍

も

、

一
局

部

に
過
ぎ
な

い
○
爲

政
者

に
自
然

を
愛
す

る
心
が
あ

つ
た
な
ら
、
實
益

と

か
便
利
と

か

い
ふ
以
外

に
、
趣
味

の
涵
養

の
必
要
な

こ
と
も
分

つ
て
、
無

暗

と
山

の
木
を
伐

つ
て
は
、
年

々
大
水

を
出
さ
し

て
、

民
を
苦

し

め
る
や

う
な

、
そ
ん

な
無
謀

な
事

は
す

ま

い
。
小
林
區

の
小
役
人
で

も
、
繪
心
が

あ

つ
た
ら

、
幾
白

星

霜
を
經

て
漸
く
形

つ
く

つ
た
深
林
を

、

一
時

に
伐

り
拂

ふ

こ
と
は
す

ま

い
。

一
町
歩

の
處

は

二
町
歩

に
し

て
、
ウ

ロ
援

い
て
、
風

致

を
害

さ
ぬ
程
度

に
止
む

る
で
あ

ら
う
。
m
代
池
附
近

の
如

き
は
、

一
度

立
木
を
伐

つ
た
な
ら
、
其
跡

に
止

へ
る
も

の
は
芒

ぐ
ら

ひ
で

、
そ
れ
も

一

度

大
雨
で

も
あ
る
と
、
忽

ち
石
原

と
な

つ
て
、
徒

ら

に
梓
川
原

の
幅

を
廣

く
す
る

の
み
で

あ
る
。
假

り

に
此

こ
と
な

し
と
す

る
も
、
元

の
如
き
密
林

に
な

る
に
は
、
あ

の
や
う
な
寒

地
で
は
、
更

に
幾

十
年

幾
百
年

を
待

た
ね

ば
な

ら
ぬ
。
上
は
内

務
、
農
商
務

の
諸

大
臣

よ
り
、
下

は
小
林
區

の
小
役

人
達
迄
苟

も
自
然

に
深

い
關

係

の
あ
る
職
務
を
持

つ
方

々
に
は

是
非

風
景

畫
を
習

つ
て
貰

ひ
た

い
も

の
だ
。
　

　

　

　

　

　

　
　

私

に
は
樹

を
伐
ら
れ
る

話
を
き

く

こ
と

は
、
自

分

の
身
を
斬

ら
れ
る

や
う

に
辛
い

（
一
月

二
十

一
日
）

研
究
所

の
新

年
會

は
、
た
ゞ

に
在
學
者

の
み
で
は
な

く
、
嘗

て
研
究
所

に
通

學

し
た
人
、
ま
た
關
係

の
深

い
人
達

の
爲

め

に
は
、

一
年
唯

一
度

の
懇
親



會

で

あ

る
。

そ
れ

故
、
會

を
盛

む
な

ら

し

む

る

た
め

に
、
飴
興

の
如
き

も
、
面

白

い
も

の

を

澤
山
出
す

や

う

に
と
奨
勵

め

て

置

た
。

そ
し

て
ど

ん

な
事

を

や
る
か
、

少

し

も
干
渉

せ
ず

に
、
其

日

の
來

る

の
を

樂

し
む
で
待

つ
て
ゐ
た
。

十
時
ご

ろ

研
究

所

へ

往

つ

て
見

る

と
、
織

田
、
藤
島

、

磯
部

の
諸
君

が
既

に

來

て

居

ら

れ

る
。
赤
城

君

は
、

大

き
な

紙

へ
、
頻

り
と
不
折
張

の
健

筆

を

揮

つ

て

ゐ

る
。

曰
く
薩
摩

琵

琶

、

曰
く
喜
劇

何

々
、
曰
く
舞
踏

と
、
番

組

は
一

枚

の
紙

に
書

き
切
れ

ぬ

程
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

繪
が
揃

っ
た
と

い
ふ
の
で
下

の
敎
場

へ
往

つ
て
見

る
。
寒

い
の
で
イ

ヂ
ケ

た

の
か
、
數

は
少
な

い
。
並

む
で

ゐ

る
五
十

枚

程
を

一
々
批
評
を
す

る
。

そ

の
う
ち
、
眞
野

君

が
來

る
。
永

地
君

が
來

る
。
出
品
畫

で
は

、
八
木

君

の
湯

ケ
野
寫

生
が
幅

を
利

か
し
て

ゐ
た
。
瀧

澤
君

の
大
幅

も
目
を
惹

い
た
。

奥

村

君
、
篠

原
君

、
共

に
前
途

の
光
明

が
あ

る
。
其

他

よ

い
作
が

ダ
イ
ブ

あ

つ
た
。

畫
飯
が
濟

む

と
、

二
階

へ
と

の
案

内
で
直

ぐ

に
起

つ
た

。
表

面
に
は

い
つ

の
間

に
か
舞
臺

が
出
來

て
ゐ
る
。
ダ

ン
ダ

ラ
幕

に
房
迄
も

下

つ
て
ゐ
る
。

花

道
も
あ

る
。
樂

屋

も
あ

る
。

何
で
も
昨

日
は
、
夜

の
稽
古

が
濟
む
で

か
ら

組

立

て
た

の
で
、
今
朝

の
三
時
頃
迄

も
掛

つ
た
と

い
ふ

。
中

々
熱

心
な
事

だ
。

い
つ
集

ま

つ
た

か
、
平

土
間

は

一
パ
イ

の
人

だ
。

中

に
は
去
年

の
新

年
會

以
來
顔

を
見
な

い
人
も
あ

る
。

三
四
年
前

に
、

日
本

橋

の
講
習

所

へ
通

つ

て
ゐ
た
人
も
來

て
ゐ
る
、
恁

う
し

て
古

い
人

が
來

て
く
れ

る

の
は

、
涙

の

出

る
程
嬉

し
く
思

は
れ

る
。
去
年

入
營

し
た

松

井

君

の
二
等

卒
姿

も
、
座

の
隅

に
見
え
た
。

餘
興

の
番
數

が
段

々
進

む
。
第

一
の
喜
劇
で
、
借

金
取

の
文
房
堂

は
、
實

に
眞

に
逼

つ
て

ゐ
た
。

あ

の
小

さ
な
身
體

、
あ

の
腮

の
出
た

と
こ
ろ
、

あ

の
眼
鏡

の
か
け
か
た
。
何
だ

か
正
の
も

の
が

そ
こ

へ
出

て
來

た

や
う

に
思

は
れ

た
。
志
賀

君

の
筑
前

琵
琶

は
振

つ
た
も

の
で

、
最
早
素

人
藝

を
説

し
　

て
ゐ
る
。
喜
劇
『
犬

』
は
、
萬
事

が
自
由
劇

場
式
で
、
隣
り

の
地
主
も

よ
く
出
　

々 人 た つ ま 集 く 早 に 會 年 新 の 室畫 白 目



來

た
が
、

ス
テ
バ

ン
は
高
島
屋
其
儘

で

あ

つ
た
。

そ

の
中

、
渡

部
君
、
戸

張

君
、
大

橋
君

な
ど
見
え
ら

れ
た
。

例

の
通
り
酒

な
し

の
、
夕
飯

は
辨

當
が
出
た
。
高
島
屋

の
藝

を
見

て
、
辨

松

の
御

飯
を
頂
く

な
ん
て
、
ま

る
で
久

松
町

へ
往

つ
た

や
う
だ

と
、
通

を

利

か
し
て
ゐ

る
も

の
も
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

食
後

に
も

二
三
の
餘

興

が
あ
り
、
藤

島
君

の
地
で

、
磯
部
君

が
『
高
砂
』
の

仕
舞
を

一
曲

さ
し
、

そ
れ

を
打

止

め
に
、
研
究
所

の
万
歳

を
唱

へ
て
散
會

し
た
。
あ
と

で
は
有

志
が
殘

つ
て
、

十
時

頃
迄
カ

ル
タ
遊
び
を

し
た
と

の

事

だ

（
一
月
二
十
二
日
）

根
岸

の
伊
香

保
で
開

か
れ

た
、
竹

廼
台
茶
話
會

の
新
年
會

の
席
で

、
毎

日

電
報

の
牧

野
君

に
逢

つ
た
。
牧
野

料
と
は
、
去
年

小
豆
島

の
歸
り

に
、
高

松

で
別
れ
た
き

り
だ
。

其
後

は

い
か
に

き
問

ふ
た
ら
、

あ
れ
か
ら

八
島

へ

徒

つ
て
、
其
晩
酷

い
目

に
遭

つ
た

と

い
ふ
、
面
自

さ
う

な
話
だ
。
『
み
づ
ゑ
』

に
書

い
て
下
さ

い
と
約
し

て
置

た

（
一
月二
十
五
日
）

御

相
談

が
あ

る

か
ら
、
上
野

の
精
養

軒

へ
來

て
欲

し

い

と

の
招
待
状

は

東
京
勸

業
展
覽

會

の
會

頭
中
野
武
螢
氏
と
、
東

京
美
術
學
校

長

正
木
直
彦

氏

と
の
連
名

で
あ

る
。
定

刻

に
往

つ
た
ら
、
吉

田
、
滿

谷

、
中
川
、

の
諸

君

が
既

に
居
ら
れ

て
、
間
も
な
く
黑

田
、
岡

田
、
藤
島
武

二
君

、次

い
で
長

原

和

田

の
諸

君

が
見
え
ら
れ

た
。
主

人
側

の
申
野

氏
、
正
木
氏

、
商
業
會

議

所

の
書

記
長

、
東
京
府

農
商
課
長

の
久
保
氏

も
席

に
居
た
。
相
談

と

い
ふ

の
は
、
今

年

の
東

京
勸

業
展
覽

會

に
、

洋
畫

の
出

品
は
あ
る
か
ど
う

か
、

若

し
少
數

な
ら
洋
畫

部

を
見
合

せ
や
う

と
の
考

へ
も
あ

る
が

、
東
京

は
洋

畫の
發
祥

地
で
も

あ
る
か
ら
、
な
る

べ
く
盛

む

に
出
品

し
て
欲

し

い
、
茲

に
集

ま

つ
た
諸
君
を
委
員

と
し

て
、
何
分
御
依

頼
し
た

い
と

の
希
望

で
あ

つ
た

。
即
答

も
出
來

な

い
の
で
、

鄭
重
な
晩
餐

の
御

馳
走

に
な

つ
て
後

、

客

側

の
方
だ

け
別
室
で

相
談

を
し

て
、

双
方

に
利
益

あ
り

且
適
當

と
思

ふ

方
法

を
答

へ
て
置

た
。

東
京
府

の
展
覽

會

は
、
開
催

に

つ

い
て
は
何
等

の
異
議

は
な

い
。
佃

し
、

私

一
個

の
考

で

は
美
術

部
は
、
美
術

工
藝

だ
け

に
止
め
て
置

て
、
純

正
美

術
は
削

つ
て
ほ
し

い
。
若

し
奨
勵

と

い
ふ
立
場

か
ら

、
金
を

出
さ

う
と

い

ふ
の
な
ら
、
墓

礎

の
確
實

な
會

の
出
品
畫

を
買

上
げ

た
ら

よ
か
ら
う
。
併

し
、
展
覽

會

に
、
純
正
美
術

が
な

い
と
、

入
場
者

が
少
な

い
と

の
心
配
も

あ

る
、
經

濟

の
上
か
ら
、
假

り
に
そ
れ
も

よ

い
と

し

て
、
太
平
洋

、
白

馬

會

、

こ

の
二

つ
の
展
覽

會

の
開

か
る
ゝ

春
期

に
於

て

の
催

で
あ

つ
て
は
、

各
會

の
關

係
者

は
出

品
が
出
來

な

い
こ
と

に
な

る
。
秋

に
は

文
部
省

の
大

舞
臺

も
あ

る
し
、
春

も
兩

會

同
時

に
開
か

る
ゝ

の
で

あ

つ
て
見

れ
ば

、

一

點
で

も
佳

い
作
は

放

し
た
く
な

い
、
強
て
東

京
府

の
方

ヘ
出

さ
う

と
す
る

と
鑑

別

に
落
第

し
た
劣

等
品

よ
り
外

に
無

い
こ
と
に
な

る
。
區

々
た
る
奨

勵
金
位

ひ
に
釣

ら
れ

て
、
自
分

の
金
を
捨

て
る
人
は
な

い
か
ら
、
若

し
東

京
府

の
補
助

の
下

に
、
年

々
こ

の
や
う
な
展
覽

會

が
開

か
れ

、
洋
畫

の
部

も
置

き

た

い
と

い
ふ

の
な

ら
、
會

則
發

表

前

に
、
當

事
者

と
充

分
相
談

し

て
、
効
果
を
収

む

る
工
風
を
練

つ
た
が
よ

い
。
今
回

の
如
き
は
、
眞

に
藝

術
家

に
對

す

る
禮

と
し

て
も
、
其
當

を
得

た
も

の
で

は
あ
る
が
、
多
少
時

機

が
遲

れ
た

や
う

に
思

は

れ
る
。







食

卓

の
上
で

は
、

い
ろ
い
ろ

面
白

い
話
が
出
た

。
天
艸
騒
亂

頃

の
こ
と
で

あ
ら
う
。
長
崎

に
山

田
衛
門

作

と

い
ふ
男

が
居

て
、

こ
れ

が
蠻

書

を
描
く

と
い
ふ

の
で
、
召
捕

ら
れ

た
。
人

の
似
顔

を
描

か

し
て
見

る

に
、
實

に
上

手
だ

。
其

儘
獄

に
入

れ
る

の
も
惜

し

い
と

い
ふ
の
で

、
爾
來
犯

人

の
人
相

繪
描
き

に
し
た
と

の
話

が
あ
る
。
そ
れ

か
ら

、
明
治

の
初
年

に
、

工
部
大

學

の

一
部

に
洋
畫

や
彫
刻

科
が
置

か
れ

た

の
は
、
政
府

自

か
ら

の
提
案

で

は
な

く
て
、
當
時
歐

洲
列
國

は
、
日
本

に
向

つ
て
種

々
な
押
賣

を

や

つ
た
。

英
吉
利

は
海

軍
、
佛

蘭
西

は
陸

軍
、
獨

乙
は
醫

師
と

い
ふ

や
う

に
、
各
國

そ
れ
ぞ
れ

特

有

の
技

術
を
輸

入

し
た
。
そ

こ
で
伊
太
利

も
、
他

に
何

も
無

い
の
で
、
無

理

に
美
術

の
押
賣

を

や

つ
た

の
で
、
今

日

の
西
洋
畫

の
發
達

は
、
そ
れ
が
某

で
あ

る
と
話
た
人
が
あ

つ
た
（
一
月
二
十
七
日
）

程

ヶ
谷
で
稽
古
が
濟

む
で
後

、
横
濱

野
毛

の
鳴
門

で
、
横
濱
支
部

の
新

年
會

が
あ

つ
た
、
出
席
者

十
五

六
名

、
來
賓

と
し

て
磯
萍

水
氏
が
見
え

ら
れ
た
。

幹
事

は
、
出
席
申
込

記
名
順

で
餘

興
を
強

ひ

る
。
澁

々
や
る

の
も
あ
る
。

稍
得
意

な

の
も
あ

る
。
順

番

の
來

る

の
を

恐
れ

て
ゐ
る

の
も
あ

れ
ば
、
早

く
來

れ
ば

よ

い
と
待

つ
て
ゐ

る
ら

し

い
の
も
あ

る
。

こ
れ
が
今
年

の
終

り

の
新
年
會

で

、
面
白

い

一
夜
を

過
し

た

（
一
月
二
十
九
日
）

第

一
高
等
學

校
内
畫
學
會

々
員

の
た

め
に
、
音
羽

の

護
國
寺

の
寫

生
會

に

ゆ
く
。
會

す

る
も

の
十
數

名
。
小

さ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク

に
徒

ら

書

を

し

て
ゐ
る
や
う
な

人

も
あ

つ
た
が
、
兎

に
角
熱

心
に
寫

生
を
續

け
た
。
見

る
と

こ
ろ
、
水
彩
畫

の
戸
外
寫

生

に
對

し
て
、
其

手
段
方

法
に
何
等

の
智

識

も
持

た
ぬ
人
も
あ

る
ら

し

い
。
繪

は
目
に
映
じ

た
自
然

を
、
頭

に
感

じ

て
、
手
で
畫

く
も

の
で

は

あ
る
が

、
其
物

の
見

か
た
、
感

じ
方

、技

の
熟
練

、

そ
れ
が
調
和

し
な
け
れ

は
よ

い
繪

は
出
來

な

い
、
畫

學
會

の
諸

君

の
多
く

は
、
た
ゞ

感

じ
ば
か
り
で
畫

か
う
と
し

て
ゐ

る
ら

し

い
。
ま
づ

A
B

C

よ

り
始

め

よ
と
忠
告

し
た

い

（
一
月
三
十
日
）

夜

分
中
丸

氏

の
訪
問
を

う
け
た
。
氏

は
數

年
前

、
久
し
く

巴
里

に
在

り
、

昨

秋
再

び
歐

洲

を
廻

つ
て
、

こ
の
程
歸

ら
れ
た
と

い
ふ
。
氏

の
話
に

よ
る

と
建

築

の
樣
式

や
、
室

内
装
飾

の
如
き
は
、
數

年
前

と

は
殆

ど
變

つ
て
、

恰

も
別
世
界

に
往

つ
た

や
う
な
感

が
あ

つ
た

と

い
ふ
。
思

ふ

に
、
數
年
間

の

所

謂
變

化
な
る
も

の
は
、
吾

が
東

京

の
、
新

橋
萬

世
橋
間

に
於
け

る
變

化

と

は
趣

が
違

は
う
。

一
の
圖
案

年
報

を
見

て
も

、

一
度

セ
セ

ッ
シ

ョ
ン
が

流
行
す

る
と
、
大
き
な
建

物

の
樣
式

は
勿
論
、
各
國

の
粧
飾

、
備

へ
つ
け

の
器
貝
、
椅

子
卓

子

の
如
き

は
勿
論

、
掛
時

計

の
文
字

か
ら
、
棚

の
上
の
植

木
鉢

か
ら
、
其

部
屋

に
運

ぶ
カ

フ

ヒ
茶
碗

の
模
樣

迄
も
、

セ

セ
ッ
シ

ョ
ン
で

な
く

て
は
承
知
し
な

い
。
少

し
飽
く
ど
く

も
思

は
れ

る
が
、

こ
れ
で

こ
そ

統

一
あ

る
樣

式
が
成

立

つ
の
で
、
模
樣

が
活
き

て
來

る

の
で
あ

る
。
但

、
か

ゝ
る
事

は
經

濟
問
題

と
關

聯
す
る
。
日
本

も
、
も

つ
と
富

が
増

さ

ぬ
以
上

は
、
美

術

の
發

達

は
樂
觀

す

る
こ
と
は
出
來

な

い

（
二
月
一
日
）

寫
生
族

行

の
相
談

の
た
め
、
夕

刻
か
ら
駒
込

の
吉

田
邸

に
集

ま

つ
た
。
今
度

は
瀬

戸
内
海

か
ら
、
九
州
別
府
温

泉

あ
た
り
ま
で
往

か
う
と

い
ふ

の
で
、
寫

生

團
を
中

國
組

と
四
國
組
と

に
分

け

て
、
高
松

を
起
點

と

し
、
八
島
津

田



の
松

原
邊

を
寫

し
て
か

ら
、

一
は
備

後

の
靹

、
尾

の
道
を
經

て
宮
島

に
、

他
は
多
度
津
、
丸
龜

、
高
濱

か
ら
道

後

を
寫

し
て
、
同

じ
く
宮

島

で
合

し
、
九
州

ヘ
渡

ら
う
と

の
計
畫

。
出
發

は
三
月

五
日
と
略

ぼ
極
ま

つ
た
。

私
は
四
國
を
選

む
だ
。
私

の
方

の
同
行
者

は
、
高

村

、
石

川
、
河
合

、
渡

邊

の
四
君

の
筈

で
、
旅

程

は
凡
そ
四
週
間

の
つ
も
り

で
あ

る
。

私

は
四
國

を
よ
く
し
ら
ぬ
。
昨

秋
、
高
松

か
ら
琴

平
迄

を
汽

車
で
通

過
し

た

に
過
ぎ
ぬ
。

四
國

は
暖

か

い
處

だ
と

い
ふ
、
桃

の
花

で
も
咲

い
て
ゐ
た

ら
嬉

し
か
ら

う
と
思
ふ
。

九
州

の
土

は
ま
だ

一
度

も
踏

む
だ

こ
と
は
な

い
。
別
府

、
大

分
、
宇
佐

、

あ

の
邊

の
景
色

が
、
私
を
如
何

に
迎
え

て
く
れ

る
か
、

こ
れ
も
戀

人

に
逢

ふ
や
う
な
樂

し
さ
を
覺

え

る

（二
月
四
日
）

日
暮

里

の
滿

谷
邸

に
、
太

平
洋
畫

會

の
理
事
會

が
あ

る
。
春

の
展
覽

會

の

相
談
で
、

い
ろ
い
ろ

な
委

員
を
割
當

て
た
結

果
、
昨

年

の
如

く
、
繪

入

目

録

を
引
受
け

る

こ
と

に
な

つ
た
。

一
枚

刷
カ
タ

ロ
グ

の
補
助

も

せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
陳
列
委
員

も
仰

付
か

つ
た

。
何
で
も

よ

い
、
出
來

る
だ

け
は
働

く

。

た
ゞ

此
身

の
、
内
外
多
忙

な

る
を

い
か
に
せ
ん

や
だ

（
一月
八
日
）

白
也

と

い
ふ
人
か
ら

『
み
づ

ゑ
』

に
寄

書
が
來

た
。

兄
は
醫

師

に
な

れ
と

い
ふ
、

一
人

の
姉

人
も

そ
れ

に
賛

成
し
て

ゐ
る
、
自

分
は
ど
ん
な
困
難

に

遭
遇

し
て
も
、
畫

家

と
し

て
世

に
立

ち
た

い
と
、
他

の
姉

に
心
情
を
訴

ヘ

て
ゐ
る
。

こ
れ
は
眞

面
目

の
問

題
で
あ

る
。

白
也

と

い
ふ
人

は
、
美

術
家

の
生
涯

の
、
必
ず

し
も
幸
福

で
な

い
こ
と
を

皮
想

の
み
な
ら
ず

、
可
な
り
深
く
承
知

し
て

ゐ
る
ら

し

い
。
美

術
家

と

い

ふ
も

の
は
、

全
體

自

己

一
身

に
取

つ
て
は
、
幸
福

此

上
も
無

い
も

の
だ
。

自

分

の
好

き
な
繪

を
畫

い
て
、

一
生

を
送
れ

る

の
だ
か
ら
、
物
質

上
に
多

少

の
缺

乏

は
あ

ら
う
と
も
是
程

の
幸
福

は
あ
る
ま

い
。

ま
た
自

分

の
好
き

な
繪

を
畫

い
て
、

一
生

送
れ

ぬ
人
達

で
も
、
他

の
職
業

の
人

と
比

べ
て
、

其
學

才

や
智

識

や
境
遇

や
地
位

や
か
ら

比
較

し
た

な
ら
ば
、
美
術
家

な

ら

ぬ
繪

か
き
商
賣

の
人

で
も
、
確

か

に
幸
福

だ
と

い
べ
る
。
美
術
家

自
身

に

不
幸

と

い
ふ

こ
と
は
無

い
。
併

し
、
苦

痛
は
あ

る
。
自

己

の
力

が
、

よ
く

自

己

の
感

じ
た
點

を
畫

面

に
現

は
す

こ
と

の
出
來

ぬ
苦

痛
。
自
己

の
信
ず

る
手
段
方

法
が

、
他
の

同
感

を
得
ざ

る
苦
痛

。
即

ち
自
信

あ

る
自

己

の
技

倆
を
、
世

に
認

め
ら
れ
ぬ

と

い
ふ

や
う
な
苦
痛

は
あ
る
。
美

術
家

に
若

し

不
幸

と

い
ふ
も

の
が
あ
れ
ば
、
此

一
事

に
過
ぎ
な

い
。
十
年

其
道

に
研
磨

の
功
を
積

み

、眞

面
日
な
生

活

を
し

て
ゆ
く

の
な
ら

、
妻
子

を
養

ふ
位

の
事

は
誰

れ
で

も
出
來

る
。

た
ゞ

、
他

の
職
業

と
異
な

り
、
兎
角
放

縦

に
流
れ

易

い
た
め
、
自
ら
身

を
持

崩

し
て
、
生

涯
を

酒

に
か
く
れ

、
放
浪

の
極
、

乞

食
畫

か
き

に
終

る
の

も
あ

る
。
但

し
、

是
等

は
、
意

志

の
弱

い
節

制

の

な

い
無
敎

育

者

に
多

い
の
で
、
そ

れ
を
例
と
す

る
事

は
出
來

な

い
。
何
れ

か

と

い
ヘ
ば
、
職

業

と
し
て
も
安

全

の
も
の
と
言

ふ
て
よ

い
。

併

し

、

こ
ゝ

に
考

へ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ

の
は
、
と
か
く
美
術
家

と
か
、
音

樂
家

、
又

は
文
學
者

に
な
ら
う
と

い
ふ
や
う
な
青
年

は
、
神
經

質

の
感

情

の
み
強
く

て
、
意

志

の
弱

い
人

が
多

い
。

天
才

即
ち
感
情

で

あ
る
と

い
ふ

人

も
あ
る
が
、
古
來

天
才

と
呼
は

れ

て
成

功
し
た
人
達

は
、
強

い
感
情

の

ほ

か

に
、
強

い
意
志

が
あ

つ
た
。
私

は
、
繪

の
好

き
な
人
が
畫

家

に
な
る



こ
と
を
拒
ま
ぬ

が
、
意
志

の
弱

い
、
感
情

一
邊

の
人

は
、

見
合

た

が
よ
か

ら

う

と
勸

告
す

る
を
躊
躇

し
な

い
。

畫
家

に
で
も
な
ら
う

と
、
志

を
立

て
た

人

は
、

多

少

の
天

分

は
あ

る

の
で

あ

ら
う
。
人

一
倍

の
勉

強
を

し
た

な
ら
、
天
分

の
乏

し

い
も

の
で

も
、
相

應
の
成

功
は
疑

ひ
な

い
。
若

し
、

君
に
し

て
身
體

が
張
健

で
、
意
志
が

堅

固

で
、
身

に
繋
累

な
く
、
和
應

の
學
資

が
得
ら

れ
る
な
ら
畫

家

に
な
り

給

へ
。
若

し
止
を
得
ず
し

て
、
最

後

の
條
件
を
缺

く

と
も

第

一
第

二

の
條

件

は
、
必
ず

具
備

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
こ
と
を
覺

悟

し
た
ま

へ
。
と

私
は
、

白

也

氏

に
恁

う
答

へ
た

い
の
で

あ

る
（
一
月
九
日
）

旅

日
記
を
出
版
す

べ
く
、
古

い
草
稿

の
校

訂
や
ら
、
新

に
起
草

す
る
旅

行

記
な

ど
、

い
ろ
い
ろ

の
調

物
が
あ

る

の
で
、

一
週
間
箱

根

に
暮

す

こ
と

に

し
た
。
丁
度

二
日
續

き

の
休

日
で

、
正
男

も
山
登

り
が

し
た

い
と

い
ふ
。

連

て
ゆ
く

こ
と
に
す

る
。

正
男

一
人
で

は
歸

京

の
時
困

る

の
で

、
妻

も
同

行
す

る
。
夕

方

宮

の
下

に
着

い
て
、

五
段

に
泊

つ
た

（
二
月
十
日
）

　
　

　
　
　

　
△

△

△

△
繪
を
見

る

の
に
は
、
其
繪

の
對
角
線

の
二
倍

以
上
を
離

れ
る

の
が

元
則

に
な

つ
て
ゐ
る
。
對

角

と

い
ふ

の
は
、

一
方

の
上

の
隅

よ
り
他
方

の
下

の

隅
迄

の
斜

め
な
線

を
指

す

の
で
、
對

角
線

が

二
尺
あ
れ
ば

四
尺

以
上
離

れ

て
見

る

べ
き

も

の
で
あ

る
。

そ
れ
故
室
内

に
額

を
懸

け
る
時

は
其
心
得

が

な
く

て
は

い
け
ぬ
。

△
光
線

の
不
充
分
な
場
處

は
適
當

で

は
な
い

が
、
ま

た
あ
ま
り

に
窓
近
く

強

い
光
線

の
射

す
處

も

い
け

な

い
。
高

い
窓
、

又
は

天
井

か
ら
柔
ら

か
に

落

し

て
來

る
光
線

が

一
番

よ

い
。
普

通

の
日
本
座
敷

で
は
そ

の
や
う

な
お

誂
向

に
は
ゆ
か
ぬ
が
、
な

る

べ
く
光
線

の
入

る
窓

な
り
緑

側
な
り

の
正

面

を
避

け

て
、
光
り
を
側

面
か
ら
受

け
る
や
う
に
し
た
ら
よ

か
ら
う
。

△
傾
斜

の
度

は
見

る
人

の
目

に
對

し
て
。
平

面

に
な
る

や
う

に
す

れ
ば

よ

い
。
懸

け

る
處

が
高

け
れ
ば
傾

き
が
強

く

な
る
、
低

け
れ
ば

殆
と
傾

な
し
、

壁
と
平
行

し
て
よ

い
。
椅

子

に

つ
く

の
と
座
す

る

の
で

は
幾
分
傾
き

に
相

違

が
出
來

や
う
。

△
額

は
必
ず

し
も
鴨
居

の
上

に
懸

け
な
く

と
も
よ

い
。
鴨

居
か
ら
糸
を
垂

れ

て
、
其

下

へ
懸

け
て
も
よ
く
、
又
大
き

な
縦
畫

な
ど
は
、
鴨

居
を
跨

い

て
懸
け

て
も
差
支
は

な

い
。

△
繪
畫

の
保
存
上
避
け

た

い
も

の
は
、
直
接
若
く

は
強

い
日
光

の
反
射
、

煙
草

の
煙
、

ア
ン
モ

ニ
ヤ

の
臭

氣

、
濕

氣
等

が
重
な

る
も

の
で

あ
る
。

△
額
緑

の
蠅
を

防
ぐ
法
と

い
ふ

の
が
あ

る
新
聞

の
記
事

に
見

た
。
か
う
で

あ
る
。

　
　
　

　

▲
蠅

を
防

ぐ
法
▼

蝿

と

い
ふ
奴

は
却

々
意

地

の
惡

い
も

の
で

、
綺

麗
な
額
緑

を
瞬

く
間

に
汚

點
だ
ら
け

に
す
る
、
殊

に

金
縁

の
額
な
ん

か
蠅

の
糞
で

見
苦

し
く
な

る

が
、
金
緑
を
蠅

に
蹂
躙

さ
せ
な

い
樣

に
す

る
最

も
簡

便

な
方

法
が
あ

る
、

其

れ
は
玉
葱
を

一
つ
刻
ん
で
、
之

に

一
合

詐
り

の
熱
湯

を
注
ぎ

、
蓋

を
し

て

二
日
經

つ
て
後
之
を
漉

し
、
刷
毛

に
附

け
て
額
緑

に
塗

つ
て
置

け
は
蠅

は
决

し

て
近
寄
ら

ぬ
と

の
話

で
あ

る
。


